
（別紙４－２）

事業所名　グループホーム　菜の花　北丘珠館

作成日：　平成　２８年　　３月　２２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 2

地域に於ける初めての介護複合施設であり、認知さ
れつつあるが、地域に密着した施設として、さらなる
アピールを図り、役割や機能を周知していきたい。

「菜の花　北丘珠館」の機能や役割を地域に発信
し、認知度の向上を目指す。

１．地域の方が通る方面の玄関や窓に、ポスターを
掲示する。　（認知症110番、ＡＥＤ、館行事等）
２．地域に向けて広報紙を作成する。（年2回）
３．コミニュティカフェ「つどい」を利用する企画をし、
町内会の参加を促す。

平成28年4
月1日～平
成29年3月
31日

2 10

ホーム便りは毎月発行しているが、訪問できないご
家族を含め、利用者様の個別の生活状況を、定期的
に報告がされていない。

個別に利用者様の生活状況を、定期的にご家族
様にお知らせをし、安心して頂けると同時に、ご
家族様からの運営に対する意見がでやすい環境
づくりをする。

１．個別生活状況をホーム便りに掲載する。（月1回）
２．運営に関することでアンケートを行う。（年1回）
３．内服状況や採血結果などの送付を行う。（採血
後）

平成28年4
月1日～平
成29年3月
31日

3 11

事業所として、館としての打ち合わせの機会や、運
営に対する職員意見の反映が少なく、事業所として
の総合力の向上を図る機会が必要である。

ユニットの現状や問題などを、館として情報共有
を定期的に行う機会を設ける。

１．カンファレンス時に他ユニットの管理者または
リーダーが参加する。（月1回）
２．他ユニットの事故報告書やカンファレンス議事録
を回覧する。

平成28年4
月1日～平
成29年3月
31日

4 35

地域の方と一緒に避難訓練を行い、協力体制の構
築していくと同時に、地震に対しての対策や準備も備
えることが求められている。

地震に対してのマニュアルを作成し、地域の方に
も災害時に利用できるよう整えていく。

１．地震対してのマニュアルを作成する。
２．地震対策の避難訓練を実施する（年１回）
３．災害時に地域の方が館を利用できるよう検討し、
準備する。
４．「菜の花　北丘珠館」の災害時の機能を町内に紹
介する。（地域向け広報誌発行時）

平成28年4
月1日～平
成29年3月
31日

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画


